




























実習棟

野球場

ﾎｯｹｰ場

第一体育館

第二体育館

特別教室棟

船用機関・
食品製造実習棟

潜水プール棟

柔道場

普通教室・管理棟

寄宿舎







棟 区分 室等名 階 室数 利用計画 対応

管理教室棟 普通教室 教室 2 4 ３年普通教室（４） 内装改修等

3 4 ２年普通教室（４） 内装改修等

4 4 １年普通教室（４） 内装改修等

特別教室 図書室 1 1 図書室 既存利用

家庭経営室 3 1 家庭経営室 内装改修等

準備室（家庭） 3 1 準備室（家庭） 既存利用

調理実習室 3 1 調理実習室 既存利用

理科室 3 1 理科室 内装改修等

準備室（理科） 3 1 準備室（理科） 内装改修等

多目的実習室 4 1 多目的実習室 既存利用

準備室（多目的） 4 1 準備室（多目的） 既存利用

気象・海洋観測実習室 4 1 気象・海洋観測実習室 既存利用

航海計器実習室 4 1 航海計器実習室 内装改修等

選択教室①② 4 2 工業系実習諸室①② 既存利用

選択教室③ 4 1 １年使用教室 内装改修等

生徒会室 4 1 生徒会室 内装改修等

管理室 校長応接室 1 1 校長応接室 空調設備更新

事務室 1 1 事務室 既存利用

保健室 1 1 保健室 内装改修等

教育相談室 1 1 教育相談室 既存利用

用具庫 1 1 用具庫 既存利用

倉庫 1 1 倉庫 既存利用

物品庫 1 1 物品庫 既存利用

更衣室 1 2 更衣室 既存利用

トイレ（多目的） 1 1 トイレ（多目的） 衛生器具更新

トイレ 1 1 トイレ 内装改修等

技師室 1 1 技師室 内装改修等

機械室 1 1 機械室 蒸気ボイラ更新

休憩室（女子） 1 1 休憩室（女子） 既存利用

現在利用状況 統合後の利用計画



棟 区分 室等名 階 室数 利用計画 対応

(管理教室棟) (管理室) 職員室 2 1 職員室 建具等更新

進路指導室 2 1 進路指導室 空調設備更新

生徒相談室 2 1 生徒相談室 既存利用

視聴覚・会議室 2 1 視聴覚・会議室 既存利用

放送室 2 1 放送室 既存利用

トイレ 2 1 トイレ 衛生器具更新

トイレ（男女） 2 1 トイレ（男女） 内装改修等

スタジオ 2 1 スタジオ 既存利用

休憩室 2 1 休憩室 既存利用

印刷室 2 1 印刷室 既存利用

同窓会室 3 1 同窓会室 既存利用

トイレ（女子） 3 1 トイレ（女子） 衛生器具更新

トイレ（男子） 3 1 トイレ（男子） 内装改修等

手洗場 3 1 手洗場 内装改修等

資料室 3 2 資料室 内装改修等

トイレ（女子） 4 1 トイレ（女子） 衛生器具更新

トイレ（男子） 4 1 トイレ（男子） 内装改修等

手洗場 4 1 手洗場 内装改修等

実習棟 実習室 航海シミュレーション実習室 1 1 ※風と海の学校 空調設備更新

海洋工学実習室 1 1 海洋工学実習室 空調設備更新

溶接板金実習室 1 1 溶接板金実習室 空調設備更新

仕上組立実習室 1 1 仕上組立実習室 空調設備更新

眞山丸漁具製作室 1 1 眞山丸漁具製作室 空調設備更新

栽培実習室 1 1 栽培実習室 空調設備更新

飼育実習室 1 1 飼育実習室 空調設備更新

船用機関電気実習室 1 1 船用機関電気実習室 空調設備更新

制御室 1 1 制御室 空調設備更新

トイレ（男女） 1 2 トイレ（男女） 既存利用

食品製造実習室 1 2 食品製造実習室 空調設備更新

調味室 1 1 調味室 空調設備更新

情報処理室 2 3 情報処理室 空調設備更新

管理室 2 1 管理室 空調設備更新

トイレ（男女） 2 2 トイレ（男女） 既存利用

ＮＡＭＡＨＡＧＥ 2 1 ※風と海の学校
継続

空調設備更新

現在利用状況 統合後の利用計画



棟 区分 室等名 階 室数 利用計画 対応

(実習棟) (実習室) 計測実習室 2 1 計測実習室 空調設備更新

準備室（計測） 2 1 準備室（計測） 空調設備更新

電気工事室 2 1 電気工事室 空調設備更新

通信実習室 2 1 ※風と海の学校
継続（空き時間は実習講義で利用）

空調設備更新

化学分析実習室 2 1 化学分析実習室 空調設備更新

準備室（化学・微生物） 2 1 準備室（化学・微生物） 空調設備更新

微生物実験室 2 1 微生物実験室 空調設備更新

特別教室棟 特別教室 語学演習室 1 1 工業系３ＤＣＡＤ室 内装改修等

準備室（語学演習） 1 1 工業系準備室 空調設備更新

トイレ（男女） 1 2 トイレ（男女） 既存利用

音楽室 2 1 音楽室 空調設備更新

美術室 2 1 工業系実習諸室③ 空調設備更新

準備室（美術） 2 2 工業系準備室 空調設備更新

体育館棟 体育館 第１体育館 1 1 第１体育館 外部改修等

放送室 1 1 放送室 既存利用

用具庫 1 2 用具庫 外部改修等

トイレ（男女） 1 2 トイレ（男女） 外部改修等

第２体育館 1 1 第２体育館 外部改修等

部室 1 2 部室 外部改修等

更衣室 1 2 更衣室 外部改修等

寄宿舎 寄宿舎 食堂 1 1 食堂

厨房 1 1 厨房

浴室 1 1 男子浴室

洗濯室 1 1 男子洗濯室、洗面

2 1 男子浴室、洗濯室、洗面

舎監室 1 1 舎監室

2 1 舎監室

2 1 男子宿泊室

宿泊室 1 4 男子宿泊室

1 2 女子宿泊室

1 1 女子浴室、洗濯室、洗面

大広間 2 2 男子宿泊室（６室）

実習施設 潜水プール 2 － 潜水プール 既存利用

敷地内 格技場 1 － 格技場 外部改修等

敷地内 相撲場 1 － 相撲場 既存利用

敷地外 艇庫 1 － 艇庫 既存利用

現在利用状況 統合後の利用計画

女子生徒が宿泊できるよう
居室、浴室等の改修

その他内部、設備改修

外部改修



棟 区分 室等名 階 室数 必要面積 備考

工業系実習棟 実習室 機械実習室 1 1 700 ㎡ 増築

準備室 1 1 60 ㎡ 増築

工具・材料室 1 1 30 ㎡ 増築

機器電力実習室 2 1 120 ㎡ 増築

高電圧実習室 2 1 120 ㎡ 増築

電気電子実習室 2 1 500 ㎡ 増築

工業系実習諸室① － 1 0 管理・教室棟　選択教室を転用

工業系実習諸室② － 1 0 管理・教室棟　選択教室を転用

３ＤＣＡＤ室 　－ 1 0 特別教室棟　語学学習室を転用

工業系実習諸室③ － 1 0 特別教室棟　美術室を転用

廊下等共用スペース － － 100 ㎡ 増築

1,630 ㎡面積合計



【共通事項】

（１）情報ネットワーク（Ｗｉ－Ｆｉ）環境を整備する。

　　　既存校舎のＧＩＧＡスクールネットワークを延長し、各実習室でタブレット端末をＷｉ－Ｆｉ接続可能とする。

（２）実習室に配置予定の設備が使用できる電力環境を整備する。

（３）既存実習棟と往来可能な内部廊下で接続する。（１、２階）

室等名 面積

機械実習室 700

準備室 60

工具・材料室 30

機器電力実習室 120

高電圧実習室 120

・各種工具・材料を安全に保管する。
・準備室の隣に設置し、往来可能にする。

・収納棚の設置

・直流発電機（据付）、三相誘導電動機
　（据付）、三相同機器、変圧器等の電気機
　器に関する実習を行う。
・負荷装置を用いた電力測定実習を行う。
・メガ（絶縁抵抗計）による絶縁抵抗の測定
　を行う。
・三相電源が必要である。
・重量のある設備を配置するため、床面の耐
　荷重に留意する。
・講義スペースを設け、黒板を据え付けする。
・実習室内から入室する。
・水道設備（手洗い場、温水付）を設置する。
・冷暖房、換気扇、ブラインドを設置する。

・直流分巻発電機１台
・半導体整流装置１台
・三相誘導電動機１台
・三相同機器１台
・負荷装置１台
・単相変圧器１台
・三相誘導電圧調整器１台
・移動式机４台、折りたたみ椅子８脚
・教師用机、椅子
・メータ等保管棚

・高電圧実習装置による絶縁耐力試験を行う。
・光度計による測定実習を行う。
・天井を教室より高めに設置する。
・講義スペースを設け、黒板を据え付けする。
・水道設備（手洗い場、温水付）を設置する。
・冷暖房、換気扇、ブラインドを設置する。
・機器電力実習室と高電圧実習室の間に通路
　を設け非常階段へつなげる。（緊急時の避
　難口）

・高電圧発生装置１式
・試験用変圧器１式
・球間隙
・受電設備
・移動式机４台、折りたたみ椅子８脚
・教師用机、椅子
・メータ等保管棚

必要な性能等 配置予定設備・大型備品

・各種切削加工を行う他、やすりがけ、
　タップダイスによるねじ切り、けがき、手
　仕上げ実習を行う。また、工作実習
　や計測実習の機能も兼ね備えたものとする。
・重量のある設備を配置するため、床面の耐
　荷重に留意する。
・各種工具鋼材保管スペースを設ける。
・シャッター等外部からアクセスできる
　開口部３ｍ程度の大きな扉を設置する。
・水道設備（手洗い場、温水付）を設置する。
・冷暖房、換気扇、ブラインドを設置する。
・据え付け棚（壁側）を設ける。

・普通旋盤６台を設置
・立てフライス盤２台を設置
・グラインダ２台を設置
・卓上ボール盤２台を設置
・直立ボール盤１台を設置
・帯鋸盤２台（バンドソー１台、コンタマシン１台）
　を設置
・高速切断機２台を設置
・作業台４台を設置
・定盤２台を設置
・移動式テーブル１５台、折りたたみ椅子３５脚を
　設置
・黒板を２台据え付け
・可動式ホワイトボード１台を設置
・万力用テーブル1台（万力を4個設置）を設置

・実習の準備を行う。
・冷暖房、換気扇、ブラインドを設置する。

・作業台、戸棚を設置
・プリンターを設置

電気電子実習室 500
・電気の基礎実習（オームの法則、抵抗の直
　並列回路、分流器、倍率器等）を行う。
・ブリッジ回路の実習を行う。
・シーケンス制御の実習を行う。
・波形観測の実習を行う。
・コンピュータ制御の実習を行う。
・電子の基礎実習（ダイオードの特性、整流
　回路、増幅回路、波形整形回路等）の実習
　を行う。
・論理回路の実習を行う。
・製作実習を行う。
・電気工事実習を行う。
・３つの部屋に仕切るパーテーションが必要。
・水道設備（手洗い場、温水付）を設置する。
・冷暖房、換気扇、ブラインドを設置する。

・ダイヤル抵抗器、すべり抵抗器、各種メータ
・直流安定化電源６台
・ホイートストンブリッジ
・シーケンス実習装置
・デジタルオシロスコープ４台
・発信器４台
・ノート型ＰＣ６台
・ＩＣトレーナー８台
・電気工事部品棚
・電気工事工具棚
・電子部品棚
・移動式ホワイトボード３台
・移動式机１２台、折りたたみ椅子２４脚
・教師用机３、椅子３
・メータ等保管庫



【改修】屋根
・下地調整し
塗装塗り替え

外壁
・サイディング張替
サッシ更新

【改修】内装
・ビニル床シート張り替え
・内壁塗装
・黒板更新
・出入口戸更新
・トイレブース更新
・水飲み場流し更新

寄宿舎

【増築】工業系実習棟

建築 事業区域図

【新設】エレベーターシャフト
想定：積載量750㎏

定員10名

【新設】エレベーターシャフト
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】屋根
・葺き替え
外壁
・杉板塗装替え

【改修】屋根
・下地調整し
塗装塗り替え

外壁
・サイディング張替
内装
・内壁塗装
・ビニル床シート張り替え
・女子用宿泊室改修
・浴室、洗面室等改修
・トイレ改修

【改修】内装
・カーペット張り替え
・サッシ更新
・フロア一部張り替え

建築 管理・教室棟 １階 改修区域図

【新設】エレベーターシャフト
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・畳張替

【改修】・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】生徒昇降口
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】廊下、階段
・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】ホール
・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】・床タイル張替
・トイレブース更新



【新設】エレベーターシャフト
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】廊下、階段
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り
・内壁塗装

【改修】・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

・黒板更新
・出入口引き戸更新

【改修】・出入口扉更新

建築 管理・教室棟 ２階 改修区域図

【改修】男子トイレ（生徒職員共用）
女子トイレ（職員用）
・床タイル張替
・トイレブース更新

【新設】エレベーターシャフト
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・床タイル張替
・ステンレス流し更新

【改修】・床タイル張替
・トイレブース更新

【改修】・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

・黒板更新
・出入口引き戸更新

【改修】・出入口引き戸更新

【改修】・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

・黒板更新
・出入口引き戸更新

【改修】・内壁塗装

【改修】・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】廊下、階段
・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

建築 管理・教室棟 ３階 改修区域図



【新設】エレベーターシャフト
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・床タイル張替
・ステンレス流し更新

【改修】・床タイル張替
・トイレブース更新

【改修】・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

・黒板更新
・出入口引き戸更新

【改修】廊下、階段
・内壁塗装
・床Ｐタイル剥取り、
ビニル床シート貼り

建築 管理・教室棟 ４階 改修区域図

【改修】・サッシ更新

【改修】・サッシ更新

【改修】・サッシ更新

【改修】・サッシ更新

建築 第一体育館、第二体育館 改修区域図



【改修】・カーペット張替

【改修】廊下、階段
・フロア一部張替30㎡
・サッシ更新

【改修】廊下、階段
・サッシ更新

建築 特別教室棟 改修区域図

寄宿舎「北辰寮」 １階

休憩室

事務室

WC

男子

男子

男子

階段 WC 洗濯
風呂

ボイラ室
男子

男子

脱衣

舎監 玄関

男子

食堂 厨房

男子

【改修】・内壁塗装
・床塗装

【改修】・内壁塗装
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】・内壁塗装
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

・防犯カメラ設置

【改修】風呂
・内壁タイル張替
・床タイル張替
・天井張替
脱衣場
・内壁塗装
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

・天井張替

【改修】・内壁塗装
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】・内壁塗装
・床タイル張替
・トイレブース更新

【改修】・内壁塗装
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

・扉更新

【改修】廊下
・内壁塗装
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】女子フロア出入口に改修
・電気錠扉新設
・防犯カメラ設置

建築 寄宿舎 １階 改修区域図

【改修】女子フロア専用玄関に改修
・電気錠扉新設
・防犯カメラ設置

【改修】階段
・内壁クロス張替
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】浴室、洗面・脱衣・
洗濯室、トイレに改修
・出入口扉設置
・内壁塗装
・床タイル張替
・一人用ユニットバス
（シャワー付）設置

・トイレ個室設置
・大便器（洋）１器設置
・洗面化粧台１台設置

【改修】女子用宿泊室に改修
・内壁塗装
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

・扉更新



【新設】エレベーターシャフト

建築 実習棟 １階 改修区域図

寄宿舎「北辰寮」 ２階

舎監

舎監

広間

階段 WC 洗濯

広間

【改修】浴室、洗面・脱衣・洗濯室に改修
・一人用ユニットバス（シャワー付）設置
・出入口扉設置

【改修】廊下
・内壁塗装
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】・内壁塗装
・床タイル張替
・ブース更新

【改修】階段
・内壁クロス張替
・ビニル床シート剥取り、
ビニル床シート貼り

【改修】男子用宿泊室に改修
・内壁塗装
・畳を撤去し下地処理後、
フローリング貼り

・扉更新

【改修】男子用宿泊室に改修
・内壁塗装
・コンクリート床を下地処
理後、フローリング

・扉更新

【改修】・舎監室内扉を撤去し
壁に改修

【改修】男子用宿泊室３室に改修
・畳を撤去し下地処理後、
フローリング貼り

・既存壁撤去し、３室分
の仕切壁設置

・３室分の出入口扉設置

建築 寄宿舎 ２階 改修区域図

男子

【改修】男子用宿泊室３室に改修
・畳を撤去し下地処理後、
フローリング貼り

・既存壁撤去し、３室分
の仕切壁設置

・３室分の出入口扉設置

男子



【新設】エレベーターシャフト

建築 実習棟 ２階 改修区域図



【改修】高圧受変電設備（電気室内）
・高圧受変電設備の更新
・高圧ケーブルの更新

寄宿舎

電気設備 事業区域図

【改修】高圧受変電設備（機械室内）
・高圧ケーブルの更新

①工業系実習棟が新設されることにより、対応できる高圧受変電設備に改修
②工業系実習棟については、第三種電気主任技術者の認定校を想定

【新設】工業系実習棟高圧受変電設備等

●第１号柱

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名
【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・コンセント増設

【改修】・高圧受変電設備改修
・高圧ケーブルの更新
（更新区間と既存ケーブルに
ついては別表のとおり）

寄宿舎

電気設備 高圧ケーブル更新 区域図

【改修】・高圧受変電設備改修
・高圧ケーブルの更新
（更新区間と既存ケーブルに
ついては別表のとおり）

●第１号柱

設置年⾧さ種別更 新 区 間
1999年38ｍ600V-CVT

60mm2
第１号柱～
潜水プール棟内電気室 高圧盤

1999年10ｍ600V-CVT
60mm2

潜水プール棟内電気室

1999年155ｍ600V-CVT
60mm2

潜水プール棟内電気室 高圧盤～
管理・教室棟機械室内 高圧盤

【別表】



【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

電気設備 管理・教室棟 １階 改修区域図

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・壁コンセント２カ所増設

【改修】・壁コンセント２カ所増設

【改修】・壁コンセント２カ所増設

電気設備 管理・教室棟 ２階 改修区域図



【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・壁コンセント２カ所増設

電気設備 管理・教室棟 ３階 改修区域図

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・壁コンセント２カ所増設

電気設備 管理・教室棟 ４階 改修区域図



【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

54 電気設備 実習棟 １階 改修区域図

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

55 電気設備 実習棟 ２階 改修区域図



寄宿舎

【改修】・冷暖房設備の更新
・ボイラ設備の更新
・衛生設備（トイレ、浴室、洗面所）の更新

【新設】・女子用トイレ
・女子用洗面所
・女子用浴室（ボイラ設備含む）

機械設備 事業区域図

【改修】・冷暖房設備の更新
・衛生設備（トイレ）の更新

【新設】工業系実習棟機械設備

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・冷暖房設備の更新

【改修】・冷暖房設備の更新

【改修】・冷暖房設備の更新

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・既存蒸気ボイラ更新
（２台）

【改修】・家庭用エアコン設置

【改修】・家庭用エアコン更新

【改修】・家庭用エアコン更新

機械設備 管理・教室棟 １階 改修区域図



【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・家庭用エアコン更新

【改修】・家庭用エアコン設置

機械設備 管理・教室棟 ２階 改修区域図

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・ステンレス流し台更新
２ｍ幅×３台

【改修】・家庭用エアコン設置

機械設備 管理・教室棟 ３階 改修区域図



【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・ステンレス流し台更新
２ｍ幅×３台

【改修】・家庭用エアコン設置

機械設備 管理・教室棟 ４階 改修区域図

寄宿舎「北辰寮」 １階

休憩室

事務室

WC

男子

男子

男子

階段 WC 洗濯
風呂

ボイラ室
男子

男子

脱衣

舎監 玄関

男子

食堂 厨房

男子

【改修】・家庭用エアコン更新（各１台）

【改修】給湯機更新
風呂用給湯機更新

【改修】風呂
・浴槽更新
・シャワー設備更新
（２箇所）

【改修】・ステンレス流し台（６ｍ）更新

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）

・パネルヒーター設置
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】・家庭用エアコン設置

機械設備 寄宿舎 １階 改修区域図

【改修】浴室、洗面・脱衣・
洗濯室、トイレに改修
・一人用ユニットバス
（シャワー付）設置

・洗面化粧台１台設置
・洗濯機パン設置
・大便器（洋）１器設置
・パネルヒーター設置



寄宿舎「北辰寮」 ２階

舎監

舎監

広間

階段 WC 洗濯

広間

【改修】浴室、洗面・脱衣・洗濯室に改修
・出入口扉設置
・一人用ユニットバス（シャワー付）設置
・洗面化粧台設置
・洗濯機パン設置
・パネルヒーター設置

【改修】・既存衛生器具更新
（便器、手洗い器）

・パネルヒーター設置
※更新する便器の種別
及び数量は既存どお
りとする。

【改修】男子用宿泊室に改修
・家庭用エアコン設置
・ＦＦ式暖房機設置

【改修】男子用宿泊室に改修
・家庭用エアコン設置
・ＦＦ式暖房機設置

【改修】・舎監室内扉を撤去し
壁に改修

【改修】男子用宿泊室３室に改修
・家庭用エアコン設置
（３室分）

・ＦＦ式暖房機設置
（３室分）

機械設備 寄宿舎 ２階 改修区域図

【改修】男子用宿泊室３室に改修
・家庭用エアコン設置
（３室分）

・ＦＦ式暖房機設置
（３室分）

【改修】冷暖房：ＧＨＰエアコン更新

【改修】冷暖房：ＧＨＰエアコン更新

機械設備 特別教室棟 改修区域図



【改修】
冷暖房：ＥＨＰエアコン更新

【改修】
暖房：ＦＦ式暖房機更新

機械設備 実習棟 １階 改修区域図

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】
冷暖房：ＥＨＰエアコン更新

【改修】
冷暖房：ＥＨＰエアコン更新

【改修】
暖房：ＦＦ式暖房機更新

【改修】
冷暖房：ＥＨＰエアコン更新

【改修】
暖房：ＦＦ式暖房機更新【改修】

冷暖房：ＥＨＰエアコン更新
【改修】

冷暖房：ＥＨＰエアコン更新

機械設備 実習棟 ２階 改修区域図

【新設】エレベーター
想定：積載量750㎏

定員10名

【改修】
暖房：ＦＦ式暖房機更新



【改修】
冷暖房：ＥＨＰエアコン更新

【改修】
冷暖房：ＥＨＰエアコン更新

機械設備 船用機関・食品実習棟 改修区域図













公民連携手法導入簡易検討調書

令和７年６月１７日

１ 事業概要書

※ 事業費は、従来型手法による算定額を記載

部局 課室 名 教育庁 総務課施設整備室 事 業 名 男鹿地区統合校（仮称）整備事業

事 業 内 容

男鹿工業高等学校と男鹿海洋高等学校を統合し 男鹿地区統合校 仮称 を開校予定 令和１１年４月 工業系と水産、 （ ） （ ）。

系の枠を超え産学官連携で洋上風力発電が学べる高校とし 施設は男鹿海洋高等学校の校舎を改修するとともに 工業系、 、

の実習棟を増築する。

検討する公民連携手法 ＰＰＰ手法（ＤＢＯ方式／ＤＢ方式）

当該手法採用の理由

一括発注により整備することで 整備期間の短縮や事業費の縮減が見込めるとともに 設計段階、 、

から維持管理を視野に入れた効率的な整備が可能である また 資金調達は県が行うため ＰＦＩ。 、 、

と比較して事業への参入障壁が低くなると考えられることから ＰＰＰ手法 ＤＢＯ方式／ＤＢ方、 （

式）を検討した。

事 業 期 間 整備期間 ２年３ヶ月 維持管理・運営期間 １５年

事業用地関係

１ 場 所 男鹿市船川港南平沢字大畑台４２ ２ 用 地 面 積 ３５，４９５㎡

３ 事業用地の確保 ■県有地 □県有地以外の公有地（買収・賃借） ■民有地（買収・一部賃借）

( )４ その他 規制等
第一種中高層住居専用区域 建ぺい率６０％以下 容積率２００％以下 建築基準法第２２条指（ ）（ ）、

定区域、土砂災害防止法（地滑り警戒区域）

事業費関係※
１ 設 計 費 ７９，８４６千円 ２ 建 設 費 １，９４６，３１８千円

３ 維持管理 運営費・ ７，２０８千円／年

補 助 制 度 ■有 □無 【有の場合、制度名称と内容】学校施設環境改善交付金（産業教育施設整備事業）

参 考 情 報※
男鹿地区統合校 仮称 は 第七次秋田県高等学校総合整備計画 後期計画 において統合が計画されており 令和６（ ） 、 （ ） 、

年９月議会で設置場所を男鹿海洋高等学校敷地、開校時期を令和１１年４月とすることを示した。

２ 定性評価結果

項目 評価基準 評価

法令上の制

約

設置主体や管理主体の制限等、法令上民間事業者が事業主体になることが制限されていないこと。

○

【評価理由】

学校教育法の規定により公立学校の設置主体及び運営主体は県となるが 施設の設計 建設や設備の維持管理を、 ・

ＰＰＰ手法（ＤＢＯ方式／ＤＢ方式）で民間事業者へ委託することについて特に制限はない。

民間の事業

参入可能性

民間に同種・類似の業務が存在しており、多くの民間の事業者の参入が見込まれること。

○

【評価理由】

ＰＰＰ手法 ＤＢＯ方式／ＤＢ方式 は 県が資金調達を担いつつ民間事業者のノウハウや効率性を活用したい（ ） 、

場合に有効な手法であり、本県においては大館警察署整備事業でＤＢ方式の導入が予定されている。

サウンディング調査においても参画意欲のある民間事業者を確認しているため、一定の参入が見込まれる。

民間ノウハ

ウの活用可

能性

施設内容や運営部分に民間事業者が自らのノウハウを活用して 創意工夫できる範囲が広く 効率的 効果的な、 、 ・

サービス提供が可能であると見込まれること。

○

【評価理由】

工業系実習棟の増築では 限られたスペースで機械 電気両コースが共存しながら実習しつつ 多様な資格取得、 ・ 、

を目指せる施設整備が求められるため、空間設計や実習設備の配置計画等で民間ノウハウの活用は有効である。

運営部分については 県が主体であるため創意工夫の自由度は限られるが 施設の維持管理における効率的 効、 、 ・

果的なサービス提供は可能である。

民間に期待

する成果の

明確性

民間事業者に委ねるサービス内容、達成すべき数量的なサービス水準が明確に規定できること。

○

【評価理由】

ＰＰＰ手法 ＤＢＯ方式／ＤＢ方式 では 設計から一括して性能発注するため 発注者側には品質やコストの（ ） 、 、

妥当性を判断する専門知識が求められる 事前にアドバイザリー契約を締結し支援を受けることで 求めるサービ。 、

ス内容や達成すべき定量的なサービス水準を明確に要求水準書等に規定することが可能である。



国や他の地

方公共団体

における導

入実績

国や他の地方公共団体による導入事例があること。

○

【評価理由】

他の地方公共団体において、学校の施設整備事業での導入実績がある。

【ＤＢＯ方式】

・導入事例１ ①栃木県佐野市 ②佐野市立西中学校区小中一貫校整備事業 令和６年度

③地区内の１中学校及び４小学校を対象とし小中一貫校を新たに整備する。

・整備施設：校舎、屋内外運動場、外構、こどもクラブ、バス乗降場等

・事業対象範囲：設計業務、建設・工事監理業務、維持管理業務

④特定事業選定時４．５％ 事業者選定時４．８％

・導入事例２ ①徳島県小松島市 ②新小松島小学校施設整備事業 令和５年度

③４校を対象とし統合校を新たに整備する。

・整備施設：校舎、屋内外運動場、外構、地域交流スペース、放課後児童クラブ等

・事業対象範囲：設計業務、建設・工事監理業務、維持管理業務

④特定事業選定時８．２％ 事業者選定時１３．４％

【ＤＢ方式】

・導入事例１ ①東京都立川市 ②立川市立第二小学校等複合施設整備事業 令和６年度

③小学校と学童保育所の建て替えに併せ、児童館、地域交流室を整備する。

・整備施設：校舎、屋内外運動場、外構、児童館、学童保育所、地域交流室、防災備蓄倉庫等

・事業対象範囲：設計業務、建設・工事監理業務

④特定事業選定時１０．５％ 事業者選定時６．２％

・導入事例２ ①福岡県鞍手町 ②鞍手町立小学校統合整備事業 令和６年度

③市内６小学校を対象とし統合校を新たに整備する。

・整備施設：校舎、屋内外運動場、外構、学校給食共同調理場、児童クラブ等

・事業対象範囲：設計業務、建設・工事監理業務

④ＶＦＭ 未算定

①省庁、地方公共団体等の名称、②事業名、実施方針公表年度、③事業概要、④ＶＦＭ算定（特定事業選定時、事業者選定時それぞれのＶＦＭ）

「評価」への記入方法 ○ ： 採用手法に問題はない。 × ： 採用手法に問題があり、検討の余地がない。
△ ： 採用手法に問題はあるが、検討の余地がある。

※この場合は 【評価理由】で「検討の余地」について補足すること（別紙でも可 。、 ）

時間的余裕

の有無

採用手法（特にＰＦＩ手法）で実施した場合に想定されるスケジュールで支障がないこと。

○

【評価理由】

ＰＰＰ手法 ＤＢＯ方式／ＤＢ方式 は 導入可能性調査から整備完了までの総期間を従来型手法と比較した場（ ） 、

合 ５ヶ月程度多くを要するが 開校時期に影響を及ぼすものではない なお ＰＰＰ手法 ＤＢＯ方式／ＤＢ方、 、 。 、 （

式）を採用した場合には、整備期間が短縮されるため、学校運営への影響は少ない。

想定スケジュール 令和７年度 導入可能性調査

令和８年度 詳細検討、アドバイザリー契約、令和９年度債務負担行為設定

令和９年度 民間事業者の募集、契約、設計

令和１０年度 設計・工事

令和１１年度 統合校開校、工事

※詳細スケジュールは別紙のとおり



３ 定量評価結果
（１）定量評価調書

※ 事業担当課室は、内閣府民間資金等活用事業推進室『PPP/PFI手法導入優先的検討規程策定の手引（令和４年９月 』P40の記載例を参考に）
国土交通省が作成した「ＶＦＭ簡易計算ソフト」等を用いて記載すること。

項目
従来型手法の費用

（公共施設等の管理者等が自ら整備・運営等を行う手法）

採用手法の費用
（候補となる公民連携手法）

運営等費用あり 運営等費用なし ＤＢＯ方式 ＤＢ方式

整備・運営等（運営等を除く）費用。 ２０．３億円 １７．２億円

〈算出根拠〉
増築は新営予算単価 改修は業者見積もりによる積、

算とし、その合計額

サウンディング調査に参加した事業者２者による平

均額

運営等費用 ７，２０８千円／年 ６，９２３千円／年

〈算出根拠〉
現男鹿海洋高等学校運営経費の実績額に 改修によ、
り新たに必要となる経費を追加

従来型手法の費用に 大館警察署改築事業における導、
入可能性調査から５％削減を適用

調査等費用 ０．６億円

〈算出根拠〉
導入可能性調査費用 ２１，９６７千円
アドバイザリー費用 ３８，１８１千円

資金調達費用 ２．７億円 ０．３億円 ２．２億円 ０．２億円

〈算出根拠〉 （県債１０年物の利率）起債償還利率１ ５８５％で算出． （ ）起債償還利率１ ５８５％で算出． 県債１０年物の利率

利用料金収入

〈算出根拠〉

税金

〈算出根拠〉

税引後損益

〈算出根拠〉

補助金、交付金等 １．５億円 １．５億円

〈算出根拠〉 学校施設環境改善交付金（産業教育施設整備事業） 学校施設環境改善交付金（産業教育施設整備事業）

合計 ２２．７億円 １９．０億円 １９．７億円 １６．５億円

合計（現在価値） ２０．３億円 １８．８億円 １７．７億円 １６．３億円

財政支出削減率（ＶＦＭ） ． （ ． ）１２ ９％ ２ ６億円 ． （ ． ）１３ ４％ ２ ５億円

その他（前提条件等） 割引率１．３４６％

（２）定量評価調書記載の根拠

①従来型手法による場合の費用（ＰＳＣ）の算定根拠

②採用手法を導入した場合の費用の算定根拠

③その他の条件

『 （ ）』 。※内閣府民間資金等活用事業推進室 PPP/PFI手法導入優先的検討規程策定の手引 令和４年９月 P42～48 の記載例を参考に記載すること

公共施設等の整備 運営等 運・ （
営等を除く ）の費用。

基本構想等において想定される施設の設計、建設、改修に要する額
増築は新営予算単価、改修は業者見積による積算とし、その合計額

公共施設等の運営等の費用
基本構想等において想定される施設の運営等に要する額
現男鹿海洋高等学校運営経費の実績額に、改修により新たに必要となる経費を追加

資金調達に要する費用 起債償還利率１．５８５％で算出（県債１０年物の利率）

利用料金収入

公共施設等の整備 運営等 運・ （
営等を除く ）の費用。

サウンディング参加事業者（２者）による平均額

公共施設等の運営等の費用 従来型手法の費用に、大館警察署改築事業における導入可能性調査から５％削減を適用

調査に要する費用 業者見積もり（２者）による平均額

資金調達に要する費用 起債償還利率１．５８５％で算出（県債１０年物の利率）

利用料金収入

税金

民間事業者の適正な利益及び
配当（税引後損益）

割引率 ２０年国債における年平均利回り過去２０年間分の平均１．３４６％で算出

ＳＰ Ｃ資本金2



４ 定性評価、定量評価結果等を踏まえた公民連携手法導入に関する事業担当課室の意見

事業担当課室名：教育庁 総務課施設整備室

■公民連携手法で実施 □従来型手法で実施

その他の方法による評価（費用総額の比較が困難と認めるときに記載）

理由（定性評価、定量評価結果、その他の方法による評価を踏まえた総合的な判断を記載）

定性評価

学校教育法の規定により 公立学校の運営主体は県となるため 民間事業者に委ねる範囲が限定的になるものの 施設の建設や維持管理・ 、 、 、

については制限が特にないため、採用手法に問題はない。

工業系実習棟の増築については 開校までの限られた期間と校地内の制約されたスペースにおいて 機械コースと電気コースが共存しな・ 、 、

がら実習できる施設を効率的に整備する必要があるため、民間ノウハウを活用する必要がある。

定量評価

整備費用の現実性を高めるため 従来型手法では 改修については業者見積もりによる試算 増築部分については新営予算単価による試・ 、 、 、
算とし、公民連携手法では、サウンディング調査に参加した事業者２者による概算見積額の平均値を採用している。

・ＶＦＭの算定結果より、従来手法に比べ事業費の削減が見込まれることから公民連携手法が経済的に有利である。

担当課室の意見

統合校開校までのスケジュール 整備期間の短縮や民間ノウハウの活用 ＶＦＭの結果からコスト削減が見込まれることなどを総合的に・ 、 、

勘案すると、本事業は公民連携手法により実施することが有利であると考える。


